
よくあるごみ関係の Q＆A 

 

Qマヨネーズ、油等の容器や調味料の入った小さな袋でも洗ってプラごみに分別

するようになっていますが、水の無駄になること等から生ごみとして捨てるこ

とはできませんか。 

A家庭から出るプラごみは、資源として再利用できる物が多く、適切に分別する

ことで、ごみとして処分することなく、資源化を図ることが出来ます。 

 チューブ類や小さな袋等については、多くの市町の取り扱いと同様に容器を

切り開いて汚れをふき取った後、かるく水洗いを行うことで、また油の容器は逆

さまにして油が垂れてこなくなるまで中身を出し切ることでプラごみとしてリ

サイクルが可能になります。 

しかし、どうしても汚れが落ちない場合は、燃やすごみではなく、その他燃や

さないごみとして出していただくようお願いします。 

 

【汚れの取り除き方の例】 
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Qプラスチック製品について、分別するものと分別しないものはどのように判断

したらいいのですか。 

Aプラマークの有無で判断してください。「プラマークがあるものを分別する」 

と考えてください。 

このマークが目印です。 

マヨネーズの容器 洗いやすいように容

器をはさみで切る 

中身・フタを 

水洗いする 

汚れが落ちたら 

プラスチック類へ出す 

食用油の容器 キッチンペ―パー等を 

敷き、しばらく逆さに 

して容器から油を出す 

油を出し切ったら 

プラスチック類へ出す 



Qストロー、スプーンはプラスチックでできているのに、プラではなく、その他

ごみとして分別するのはなぜですか。  

A本市のごみの分別は、大きく分けて「燃やすごみ」、「資源ごみ」、「その他燃や

さないごみ」、「粗大ごみ」の４区分となっており、ストロー、スプーンは「その

他燃やさないごみ」に分別されます。 

 

≪間違いやすいもの≫         

①硬質プラスチック製品は「その他燃やさないごみ」で出してください。 

・バケツ、洗面器、タッパー、弁当箱、収納ケース、プランター、植木鉢 

・カセットテープ、ビデオテープ、CD、MD、DVD（ケースも含む） 

・結束バンド、ビニールひも、洗濯バサミ、ハンガー、物干しハンガー、 

フォーク、スプーン、ナイフ、ストロー、歯ブラシ、歯間ブラシ、洗剤の計 

量スプーン、くし、ブラシ、化粧瓶等でフタとハケが一体化したもの等 

・文房具類（ボールペン、マジック、蛍光ペン、定規、ペンケース等）  

・おもちゃ、プラモデル（ランナーを含む）、ゴム手袋等ゴム製品、ビニール 

手袋、台所用三角コーナー、写真立て、ライター、ホース等 

②「燃やすごみ」で出していただくもの 

・乾燥剤、保冷剤、使い捨てカイロ、湿布、バラン、ガムテープ、紙製のカッ

プ麺・ヨーグルトの容器、アルミはく製なべ、台所用スポンジ 

 

 

Q食品や洗剤等が直接入っている紙製の容器は、「紙類」に分別するのですか。 

A食品や洗剤、石鹸、線香、化粧品、薬品等のにおいがする紙は、古紙処理工程

で脱臭が難しく、リサイクル紙に異臭が残るため、「燃やすごみ」として分別を

お願いします。 

 

 

Qプラスチックごみについて、現在の２週間に１回の収集から毎週収集するよう

にならないのですか。 

Aプラスチックごみの回収頻度を増やすことについては、回収費用が増加するほ

か、各地区において清掃等の集積場管理を行っている地域の皆様方の負担も大

きくなること等から、現時点においてはプラごみの回収頻度を増やすことは考

えておりません。 

引き続き、市民の皆様にはごみの減量化へ取り組んでいただき、商品購入時か

ら可能な限りごみを出す量を減らしていただけるようご協力をお願いします。 

 



Q子どものおむつを燃やすごみで出す際、プライバシー保護のために黒い袋を利

用したいのですが、黒い袋で内袋しているものは収集してもらえますか。 

また、おむつのみで燃やすごみを出すと、袋の中身は黒い袋のみになりますが、 

収集してもらえますか。 

A本市では燃やすごみを出す際、いわゆる内袋については分別の確認等の観点か

ら、原則お控えいただいております。 

ただし、おむつやその他のプライバシーに関わるもの等については、分別され

ているという前提で内袋を認めています。 

原則お控えいただいていることから、おむつのみ（この場合だと黒い袋のみ）

で燃やすごみを出された場合、違反ごみとして残される可能性がありますので、

他の燃やすごみと一緒に出していただきますようお願いいたします。 

 なお、内袋で出すごみの量は、ごみ袋に入っているごみの全体量の半分以下を

目安としてください。 

 

 

Q資源ごみの集積場の使用料は無料にならないのですか。 

A資源ごみの集積場については、各自治区の管理となりますが、地区によっては

自治会員によるごみ当番制を設ける等をしており、自治会員と非自治会員の間

の負担の公平性を図るための制度を設けている地区もあります。 

いただいたご意見についてもそういった制度のうちの１つに関するものと推

察されますが、どういった考えでその様な制度を設けているかは市では把握し

かねますので、お住まいの自治区長に直接お問い合わせください。 

 

 

Q資源ごみを可燃ごみと同じ場所に出せるようにならないのですか。また、半透

明の袋を使用できるようにしてほしいです。 

A 今後ごみの収集に関して見直す際にいただいたご意見も参考にさせていただ

きます。 

 

 

Q台風等の悪天候時のごみ収集はどうなりますか。 

A台風、強風、大雨等でも原則としてごみの収集を行います。ただし、道路状況

の悪化や土砂崩れによる危険性等を考慮し、当日のごみ収集を中止、もしくは収

集時間が遅れる場合がありますので、ご了承ください。 

 なお、当日のごみ収集を中止する場合は、市 HPやとうおんメール等でお知ら

せいたします。 



Qごみ袋に地区名と名前を記入しなければならない理由を教えてください。 

Aごみ袋（指定ごみ袋を含む）に地区名と名前の記入をお願いしているのは、正

しいごみ分別やごみ出しのルールを守っているかどうか確認するためであり、

違反ごみが出た場合に出された方に対して、違反である旨をお知らせするため

です。また、記名することで一人ひとりが責任をもってごみを出す意識が高まり、

不法投棄の防止や地域全体のモラルの向上に繋がると考えています。 

なお、転入者の方には、転入手続きの際にその旨を説明させていただい   

ています。 

 

 

Q草等を乾燥させてからごみ出しする理由を教えてください。 

A抜いてすぐの草には水分が含まれているため重量がかさみます。水分が多く含

まれていると、焼却処理する際に、焼却のための燃料も多く必要となります。 

生ごみについても同じことがいえますが、水分を減らしていただくことでご

み処理経費の削減になりますので、ご協力をお願いします。 

また、草を抜いた際には、根っこについた土や砂利はできるだけ落としてから

出していただきますようお願いします。 

 

根っこに土が付着した状態          根っこの土をはらった状態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q指定ごみ袋を使用しなければいけない理由を教えてください。 

A指定された袋を使用することで、分別のルールを守る意識が高まり、資源のリ

サイクル率が向上するとともに、不法投棄の抑止力になると考えていることか

ら、指定ごみ袋の使用をお願いしています。 

 

 

Q肉や魚のトレイにある値札等のシールははがさないといけないのですか。 

A簡単にはがれるものははがして、はがれにくいものはそのままでかまいません。 



Q 家庭で生ごみを処理したいのですが、どのような方法がいいですか。 

A 生ごみ減量機器には、電気を使うもの、自然の力（微生物）を利用するもの、

室内に置くもの、庭等屋外に置くもの等様々な種類があります。 

 家族構成等を考慮してご自身にあった方法を選ぶようにしてください。 

また、本市では生ごみ減量機器を購入された方に対して、「生ごみ処理容器等

購入費補助金交付要綱」に基づき、予算の範囲内で補助金を交付していますの

でご活用ください。 

 

 〇電気式生ごみ処理容器 

  1基につき 10,000円 （1世帯 5年度につき 1基まで） 

 

 

 〇コンポスト式 1基につき 3,000円 （1世帯 1年度につき 2基まで） 

 〇ぼかし容器  1基につき 3,000円 （1世帯 1年度につき 2基まで） 

 ※補助金額はいずれも購入金額の 1/2以内としています。 

 

 

 



Q 生ごみから出る臭いや虫の発生を防ぐ方法はないですか。 

A一般的に燃やすごみの中の約３５％が生ごみで、その生ごみの約８０％が水分 

です。この水分をひと絞りするだけでごみ減量に効果があり、約１０％減量でき 

るといわれています。 

生ごみを減量することで、生ごみから出る嫌な臭いや虫の発生を抑えること

ができ、ごみ出しが楽になります。 

また、生ごみの水切りをすることで、水分もかさも大幅に減らすことができ

ることから、ごみの運搬量が減り燃料費等の経費が削減されるうえ、省エネに

もつながりますので、ぜひ試してみてください。 

 

 ≪生ごみの水切り≫         

① 切った後に食べる部分だけ洗うようにしてなるべく濡らさない。 

② 市販の水切り袋や新聞紙を使う等して捨てる前にひと絞りする。 

③ 捨てる前に新聞紙に乗せておく等して 1日乾燥させる。 

 

 

 

 ≪生ごみを減量するポイント≫ 

① 冷蔵庫の在庫を確認して、必要な分だけ購入しましょう。 

② 食材を無駄なく使い、エコでお得な料理を心がけましょう。 

③ 必要な量を考えて作って、残さず食べましょう。 

 

 

 

 

 

 

 



Qごみの分別が分からないときはどうすればいいですか。 

Aごみの分別については、市 HPに「ごみの分別はやわかり帳」を掲載していま 

す。また、本市公式ラインアカウントからごみ分別の検索をすることができま 

すので、ご活用いただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


